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《冬期間の労働災害防止》
○ 走るな 、転ぶぞ 、屋外作業、凍結路面は目に見えないぞ
○ 寒い外、心も体も、冷えている、あせると危ない、冬の外仕事
○ 作業中、足を滑らせ、『転倒』 に注意しましょう

○ 作業する時、トラック（荷台も）に乗る時、降りる時は安全靴の底の雪を落とす
○ トラック（荷台も）から降りる時は、路面の状況を確認し、飛び降りることは厳禁
○ ポケットに手を突っ込んで歩かない
○ 積雪時の構内、現場内は細心の注意を払い、常に足元の確認

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

冬のスリップ事故に注意
スピードを落とし、普段の2倍以上の車間距離

急ブレーキ・急ハンドル・急発進 「急」のつく操作は、スリップの原因

日没前後の「薄暮時間帯」は注意 歩行者を見落とさないように気を付けましょう

バックする時 「たぶんいないだろう･･･」は、ダメ

信号待ち車への追突 漫然運転、わき見運転に注意しましょう

事故防止のため 「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

夜10時 信号のない交差点
中型トラックにはねられ、歩行者の女性が死亡

◇夜間、早朝は、歩行者を見落としやすくなります◇
◇夜間、早朝、「人はいないだろう」と・・・漫然と運転することは危険です◇
◇ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇

２０２４／１２／３１（火）
３０日午後１０時すぎ、鳥取県の信号のない交差点で、中型トラックにはねられ、歩行者の女性が病院に運ばれま

したが、約１時間後に死亡が確認されました。当時、小雨が降っていたということです。警察が中型トラックを
運転していた男性（６７）から話を聞くなどして、事故の原因を調べています。

午後７時 横断歩道のない場所を、横断中の高齢女性
軽乗用車にはねられ、意識不明で病院に搬送

軽乗用車運転の男性を現行犯逮捕
◇横断歩道のない場所･･･「渡ってくるかもしれない」 かもしれない運転で、事故防止◇
◇夜間・・・ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇

２０２４／１２／２８（土）
２７日午後６時４０分ごろ、伊達市錦町の道道で、横断歩道のない場所を渡っていた歩行者が軽乗用車にはねられ

る事故がありました。歩行者の高齢の女性が意識不明の状態で病院に搬送されました。警察は、軽乗用車を運転
していた会社員の男性（２６）を過失運転致傷の疑いで現行犯逮捕しました。軽乗用車の男性は人と衝突したこと
は認めているものの、「対向車のライトがまぶしかった」と容疑を一部否認していて、警察は調べています。

渋滞の車列にトラック突っ込む
7台絡む玉突き、7人けが
◇気のゆるみ 事故は一瞬 命はひとつ◇

◇ 「ぼーっと運転」、漫然運転は死亡事故リスクが高い ◇
◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇

◇停車する場合は、「車両１台分のスペース」を空けて停まりましょう、「玉突き事故」の防止◇
２０２４／１２／２７（金）

２７日午前１１時半前、東京都の東名高速で、渋滞の車列の最後尾にトラックが突っ込み、その影響で乗用車やト
ラックなど７台が絡む玉突き事故が起きました。男性７人がけがをしましたが、いずれも軽傷だということです。
警視庁がトラックを運転していた男性から話を聞くなどして事故の詳しい原因を調べています。


